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縦割りの解消
─ 仕組みで橋を架けた会社と、交流イベントに頼った会社

成功：評価と場の仕組みごと変えた会社（マイクロ

ソフト、トヨタ）

失敗：交流イベントに頼った会社（典型パターン）

自社・自組織に当てはめると（検討事項欄にどうぞ）

1. いまの施策は交流の「量」を増やすものか、部門が共同でしか達成できない「目標」を用意するものか。

2. 部門をまたぐ協力は、各部門の評価のどこかで報われるか。

3. 横断プロジェクトに、専任の時間・決める権限・提案の受け取り先は決まっているか。

出典：ナデラ『Hit Refresh』／トヨタ自動車75年史／HR総研調査(2021・2026)／テット『サイロ・エフェクト』。失敗事例は複数

の実例から再構成した匿名の典型パターン。
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マイクロソフトは社員どうしを競わせる相対評価を2013
年に廃止。ナデラCEOのもと「他の人の成功への貢献」

を評価に組み込んだ。

・

協力が損になる構造をやめてから文化が動き、10年で株

式時価総額はおよそ10倍に。

・

トヨタの「大部屋」方式は、部門の関係者が同じ部屋で

同じ情報を見て決める場の設計。初代プリウスは正式着

手から約2年で量産化。

・

共通するのは、仲良くなることを目的にせず「共通の目

標・同じ情報・協力が報われる評価」を設計したこと。

・

チャット導入・フリーアドレス・シャッフルランチ・懇
親会。雰囲気は和やかになった。

・

半年後、席は毎日同じ島に固まり、横断チャンネルは告

知だけ。案件は今日も「持ち帰って検討します」。

・

横断プロジェクトは兼務者に丸投げされ、本業の合間の

作業になり静かに止まった。

・

各部門は目標・予算・人員を守っただけ。協力が損にな

る構造の上では、懇親会を重ねても翌朝の会議は変わら

ない。

・

部門の壁に仕組みの橋を架けたか、交流の場だけを増やしたか。
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